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特 集 �ංຬ症とϝタϘϦοΫγンυϩʔϜɿ༧๷ҩֶとྍ࣏ҩֶの؍఺͔Β

ᶗɽ�ංຬ঱ͱ͍͏࣬֓ױ೦͕
ఏҊ͞ΕͨܦҢ

　日本ංຬֶձのංຬ症診断ج४検౼

ҕһձは2000೥に，ҕһձ報告を発

දしている1ð。このҕһձ報告では，

ංຬをBMIĢCodZ mass indexɿ体ॏ

ïLgðʸ身௕ïmð2Ĥで൑定する場合，ං

ຬにؔ࿈する各種݈߁ো֐の合ซは必

ずしもBMIだけでن定されるものでな

く，他の要因，たとえば体内における

定されるこن๱分෍などによってもࢷ

とを໌هしている。したがって，この

ҕһձ報告では，୯に身体状گとして

捉えるංຬと，ංຬに起因ないしؔ࿈

しݮ量を要する݈߁ো֐を有するʮං

ຬ症ʯとを໌確に分ྨすることが，ҩ

ֶの分໺ではきわめてॏ要なことであ

るとして，ʮංຬ症ʯなる֓೦とその

診断ج४を提唱し，2002೥にはその

内༰をʮCirculation +ournalʯにӳจで

発දした2ð。その後，日本ංຬֶձで

は，200�೥にʮංຬ症治療Ψイドライ

ン200�ʯ，2011೥にはʮංຬ症診断ج

४2011ʯを発දし，201�೥にはʮංຬ

症診療Ψイドライン201�ʯをץ行した。

このؒ，ංຬ症にؔする考え方は一؏

してҾきܧがれてきている。

ᶘɽංຬ঱ͷ਍அج४

　ංຬïBMIʾ25Lg/m2ðと診断された

もののうͪ，ᶃංຬに起因ないしؔ࿈

し，ݮ量を要するïݮ量により改善す

る，または進లが཈੍されるð݈߁ো

は現時点で֐ো߁を有するものï݈֐

は11種であるðïදð，またはᶄ݈߁ো

，を൐いやすい高リスΫංຬとして֐

ウΤストपғ௕によるスΫリーχング

で内ଁࢷ๱஝積を疑われ，ෲ部CT検

査によって確定診断された内ଁࢷ๱ܕ

ංຬのいずれかの৚݅をຬたす場合に

ංຬ症と診断する。
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